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河
西
回
廊
の
西
端
に
位
置
す
る
敦
煌
は
、
紀
元
十
世
紀
頃
、

お
も
に
曹
氏
帰
義
軍
政
権
の
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
曹
氏

帰
義
軍
政
権
は
、
自
ら
の
安
全
を
図
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交

通
が
滞
る
こ
と
な
く
進
む
よ
う
に
、
西
域
南
道
の
于
闐
王
国

（
現
在
の
新
疆
和
田
〔
ホ
ー
タ
ン
〕
地
区
を
指
す
）
と
緊
密
な
関
係

を
築
き（１
）、

統
治
者
同
士
で
幾
度
も
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
。
そ
の

た
め
、
于
闐
王
国
の
皇
后
、
王
女
、
皇
太
子
な
ど
王
室
の
構
成

員
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
敦
煌
に
居
留
し
、
現
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
活
動
や
宗
教
活
動
に
関
与
し
た
。
両
地
の
間
で
は
、
使

者
、
僧
侶
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
職
人
な
ど
が
頻
繁
に
往
来
し
、
両

政
権
は
と
も
に
使
者
を
中
原
へ
派
遣
し
朝
貢
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
本
稿
で
は
、
お
も
に
敦
煌
蔵
経
洞
か
ら
出
土
し
た
仏
教
経

典
、
敦
煌
石
窟
図
像
、
及
び
題
記
な
ど
の
史
料
に
基
づ
い
て
、

敦
煌
に
居
留
し
た
于
闐
人
の
法
華
信
仰
の
活
動
に
つ
い
て
検
討

し
、
于
闐
人
の
仏
教
信
仰
の
一
端
を
考
察
す
る
。

于
闐
地
区
の
『
法
華
経
』
信
仰

　
『
法
華
経
』
は
大
乗
仏
教
の
重
要
な
経
典
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
漢
訳
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
三
種
が
現
存
す

る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
西
晋
太
康
七
年
（
二
八
六
年
）
竺
法

張 

小
剛

大
江
平
和
　
訳

敦
煌
に
居
留
し
た
于
闐
（
ホ
ー
タ
ン
）
人
の
法
華
信
仰



54

護
訳
『
正
法
華
経
』
十
巻
二
十
七
品
、（
二
）
後
秦
弘
始
八
年

（
四
〇
六
年
）
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
（
八
巻
と
い

う
説
も
あ
る
）
二
十
八
品
、（
三
）
隋
仁
寿
元
年
（
六
〇
一
年
）

闍
那
崛
多
と
達
摩
笈
多
訳
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
七
巻
二
十
七

品
、
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
鳩
摩
羅
什
訳
本
は
、
中
国
で
最
も
広

く
流
布
し
、
歴
代
こ
れ
に
関
す
る
注
釈
は
非
常
に
多
い
。
し
か

も
中
国
仏
教
宗
派
の
天
台
宗
の
教
義
は
、
お
も
に
鳩
摩
羅
什
訳

本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

于
闐
地
区
は
、
中
国
中
古
の
時
代
、
大
乗
仏
教
の
中
心
地
で

あ
り
、
現
地
で
は
法
華
経
が
盛
ん
に
広
ま
っ
て
い
た
。
唐
代
の

僧
詳
が
編
纂
し
た
『
法
華
伝
記
』
巻
一
で
は
「
西
域
伝
」
を
引

い
て
、「
昔
、
于
闐
の
王
宮
に
法
華
梵
本
有
り
。
六
千
五
百
偈

な
り（２
）」

と
あ
る
。
ま
た
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
序
文
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
敦
煌
沙
門
の
竺
法
護
、
晋
武
の
世
に
於
い
て
『
正
法

華
』
を
訳
す
。
後
秦
の
姚
興
更
に
羅
什
に
請
う
て
『
妙
法

蓮
華
』
を
訳
す
。
二
訳
を
考
験
す
る
に
、
定
め
て
一
本
に

非
ず
。
護
は
多
羅
の
葉
に
似
た
り
、
什
は
亀
茲
の
文
に

似
た
り
。
余
、
経
蔵
を
撿
し
て
備つ
ぶ

さ
に
二
本
を
見
る
に
、

多
羅
は
則
ち
『
正
法
』〔
華
〕
と
符
会
し
、
亀
茲
は
則
ち

『
妙
法
』〔
華
〕
共と

允ま
こ
とに
同
じ（３
）。

（
訳
者
大
意
：
昔
、
敦
煌
沙
門
の
竺
法
護
は
、
晋
武
の
世
に
於

い
て
、『
正
法
華
』
を
訳
出
し
た
。
後
秦
の
姚
興
は
、
あ
ら

た
め
て
羅
什
に
『
妙
法
蓮
華
』
の
訳
出
を
請
う
た
。
こ
の
二

訳
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同
一
の
本
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
竺
法
護
の
訳
本
は
タ
ー
ラ
樹
の
葉
に
記
さ
れ
た
梵
語
の

よ
う
で
あ
り
、
羅
什
の
訳
本
は
亀
茲
文
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
一
切
経
を
調
べ
て
こ
の
二
経
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
と
こ
ろ
、

タ
ー
ラ
は
『
正
法
』〔
華
〕
と
合
致
し
、
亀
茲
文
は
『
妙
法
』

〔
華
〕
と
ま
こ
と
に
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る（４
）。）

　

闍
那
崛
多
と
達
摩
笈
多
と
い
う
両
法
師
に
よ
っ
て
、
竺
法
護

訳
本
と
鳩
摩
羅
什
訳
本
に
つ
い
て
比
較
と
照
合
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
前
者
は
梵
文
貝
葉
経
に
基
づ
い
て
訳
出
さ
れ
、
後

者
は
亀
茲
の
胡
本
に
基
づ
い
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
以
来
、
新
疆
各
地
で
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数
多
く
の
梵
文
法
華
経
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
二
十
点
ほ
ど
の
写
本
と
断
簡
が
、
鑑
識
を
経
て
編
集
・
整
理

さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
膨
大
な
断
簡
が
ま
だ
編
集
・
整

理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
基
本

的
に
は
和
田
地
区
か
ら
出
土
し
、
年
代
は
六
世
紀
か
ら
九
世
紀

の
間
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
竺
法
護
訳
本
は
お
そ
ら
く
こ
の
系

統
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
訳
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る（５
）。

和
田
か
ら
出
土
し
た
、
い
わ
ゆ
る
カ
シ
ュ
ガ
ル
本
梵
文

『
法
華
経
』
写
本
の
末
尾
に
は
、
于
闐
文
に
よ
る
発
願
の
題
記

ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
施

主
は
于
闐
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
南
朝
の
沙
門
、
法
献
は
イ
ン
ド
へ
聖
跡
巡
礼
に

赴
き
、「
既
に
于
闐
に
到
れ
ば
、
葱
嶺
を
度わ
た

ら
ん
と
欲
す
る
も
、

桟
道
の
断
絶
せ
る
に
値
い
て
、
遂
に
于
闐
に
於
い
て
而
し
て
反

（
返
）」

（
６
）

っ
た
。
隋
代
の
費
長
房
訳
『
歴
代
三
宝
記
』
巻
十
一
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
法
献
は
、
劉
宋
元
徽
三
年
（
四
七
五
年
）
か

ら
西
域
へ
の
旅
に
出
か
け
、
于
闐
国
で
『
妙
法
蓮
華
経
・
提
婆

達
多
品
』
の
梵
本
を
入
手
し
、
南
齊
永
明
年
間
、
揚
州
の
瓦
官

寺
で
こ
の
経
を
訳
出
し
た
と
あ
る（７
）。

唐
代
沙
門
の
智
昇
が
編
纂

し
た
『
開
元
釈
教
録
』
巻
十
一
、
及
び
沙
門
の
圓
照
が
編
纂
し

た
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
二
十
で
は
、
提
婆
達
多
品
の

「
梵
本
は
法
献
に
よ
っ
て
于
闐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
説
を
踏
襲
し
て
い
る（８
）。

梁
代
の
僧
祐
の
『
出
三
蔵

記
集
』
巻
二
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
観
世
音
懺
悔
除
罪
呪
経
』
一
巻
（
永
明
八
年
（
四
九
〇

年
）
十
二
月
十
五
日
訳
出
）、『
妙
法
蓮
華
経
提
婆
達
多
品

第
十
二
』
一
巻
。
右
二
部
、
凡
て
二
巻
、
齊
の
武
皇
帝

（
西
紀
四
八
三
―

九
三
年
）
の
時
、
先
師
献
正
西
域
に
遊
び
、

于
闐
国
に
於
て
『
観
世
音
懺
悔
呪
』
の
胡
本
を
得
て
京
都

に
還
り
、
瓦
官
〔
寺
〕
の
禅
房
三
蔵
法
師
法
意
に
請
う
て

共
に
訳
出
す
。
流
沙
よ
り
以
西
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
は

並
に
「
提
婆
達
多
品
」
有
れ
ど
も
、
中
夏
に
伝
う
る
所
の

も
の
は
此
の
一
品
を
闕か

く
。
先
師
、
高
昌
郡
に
至
り
、
彼
か
し
こ

に
於
て
本
を
獲
、
仍
ち
写
し
て
京
都
に
還
り
、
今
別
け
て

一
巻
と
為
す（９
）。
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僧
祐
の
説
に
よ
れ
ば
、『
観
世
音
懺
悔
呪
』
の
胡
本
は
、
法

献
が
于
闐
国
で
入
手
し
た
も
の
で
、「
提
婆
達
多
品
」
の
梵
本

は
法
献
が
高
昌
郡
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
僧
祐
は
法
献
の

直
弟
子
で
あ
り
、
法
献
の
死
後
そ
の
墓
碑
は
僧
祐
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
、
碑
文
は
沈
約
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
（
（1
（

。
法
献
の
状
況
に

つ
い
て
僧
祐
は
つ
ぶ
さ
に
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
『
妙
法
蓮
華
経
・
提
婆
達
多
品
』
の
梵
本
は
法
献
が
高

昌
郡
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
献
が
入
手
し
た
『
観
世
音

懺
悔
呪
』
の
胡
本
は
、
于
闐
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
彼
の
説
に
は
信
憑
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周

知
の
通
り
、『
法
華
経
』
の
中
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
観
世
音
信
仰

に
つ
い
て
説
い
た
品
が
あ
る
。『
法
華
経
』
が
訳
出
さ
れ
た
後
、

多
く
の
観
世
音
信
仰
に
関
す
る
霊
験
談
が
世
に
広
ま
っ
た
。
竺

法
護
が
『
正
法
華
経
』
を
訳
出
し
た
後
、
単
本
別
行
の
『
光
世

音
経
』
が
世
に
広
ま
っ
た
（
（1
（

。
鳩
摩
羅
什
が
『
妙
法
蓮
華
経
』
を

訳
出
し
た
後
に
は
、
そ
の
中
の
「
観
世
音
普
門
品
」
も
『
観
世

音
経
』
と
い
う
名
で
た
ち
ま
ち
広
く
伝
播
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
于
闐
地
区
の
観
世
音
信
仰
は
、
現
地
の
法
華
経
信
仰
の
流

行
と
あ
る
一
定
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

敦
煌
の
『
法
華
経
』
と
そ
の
関
連
図
像
の
概
述

敦
煌
遺
書
に
お
け
る
『
法
華
経
』
お
よ
び
そ
の
関
連
経
典

　

方
広
錩
氏
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
法
華
経
』
の
三
種
の
訳

本
は
、
い
ず
れ
も
敦
煌
遺
書
の
中
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
鳩
摩
羅
什
訳
本
が
最
も
多
い
。『
正
法
華
経
』
は
中
国

国
家
図
書
館
に
少
な
く
と
も
三
点
保
存
さ
れ
て
い
る
（
北
図

昆
六
六
号
、
地
六
五
号
、
金
二
〇
号
）。
大
英
図
書
館
に
も
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
国
立
博
物
館
に
も
、
ト
ル
フ
ァ
ン
か

ら
出
土
し
た
『
正
法
華
経
・
光
世
音
品
』
が
一
点
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
題
記
か
ら
、
こ
の
経
典
は
、
北
凉
神
璽
三
年

（
三
九
九
年
）、
敦
煌
冥
安
県
で
書
写
し
完
成
を
み
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
中
国
国
家
図
書
館

所
蔵
の
北
図
菜
一
七
号
、
新
一
六
号
な
ど
約
二
千
点
に
及
ぶ
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
で
所
蔵
す
る
点

数
も
多
く
、
総
数
は
約
五
千
点
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
敦
煌

遺
書
の
中
で
、
単
種
の
経
典
と
し
て
は
保
存
数
が
最
も
多
い
仏

教
経
典
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
書
写
さ
れ
た
年
代
は
お
も
に
六
～

十
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
。『
妙
法
蓮
華
経
』
の
中
の
「
観
世
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音
菩
薩
普
門
品
」
は
、
し
ば
し
ば
『
観
世
音
経
』
と
し
て
単
独

に
抜
き
出
さ
れ
た
。
敦
煌
遺
書
の
中
の
『
観
世
音
経
』
は
、
中

国
国
家
図
書
館
に
、
北
図
重
五
八
号
な
ど
合
わ
せ
て
約
八
十
点

が
保
存
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
所
蔵
さ
れ

て
い
る
（
（1
（

。『
法
華
経
』
経
典
の
ほ
か
、
敦
煌
遺
書
の
中
に
は
、

『
法
華
経
』
に
関
す
る
注
釈
も
残
さ
れ
て
お
り
、『
妙
法
蓮
華
経

論
』、『
法
華
経
疏
』、『
法
華
経
玄
賛
』、『
法
華
経
義
記
』、『
観

音
経
注
』
な
ど
を
含
む
三
十
五
種
、
合
計
五
十
七
点
の
『
法
華

経
』
関
連
文
献
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

敦
煌
石
窟
に
お
け
る
「
法
華
経
変
」
と
そ
の
関
連
塑
像

　

敦
煌
石
窟
に
お
い
て
「
法
華
経
変
」
は
比
較
的
流
行
し
た
経

変
画
に
属
し
、
い
ず
れ
も
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
依

拠
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
洞
窟
の
中
の
最
も
初
期
の
も

の
は
隋
代
の
も
の
で
、
そ
れ
以
降
、
王
朝
が
変
わ
っ
て
も
衰
え

る
こ
と
な
く
、
合
わ
せ
て
約
三
十
余
幅
が
現
存
す
る
。
こ
の
ほ

か
、
単
独
で
表
現
さ
れ
た
「
見
宝
塔
品
」
や
「
観
世
音
菩
薩
普

門
品
」（
す
な
わ
ち
「
観
音
経
変
」）
も
多
い
。
さ
ら
に
は
、
絵
画

と
塑
像
が
結
合
し
た
形
式
で
表
現
さ
れ
た
法
華
信
仰
の
洞
窟
ま

で
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
莫
高
窟
第
四
五
四
窟
の
主
室
の
窟

頂
の
西
壁
に
描
か
れ
た
虚
空
会
の
内
容
や
、
中
心
仏
壇
の
上
に

塑
像
形
式
で
表
現
さ
れ
た
霊
鷲
会
の
内
容
と
思
わ
れ
る
も
の
な

ど
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
法
華
道
場
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
（
（1
（

。

隋
代
第
四
二
〇
窟
、
初
唐
第
三
三
一
窟
、
盛
唐
第
二
三
窟
、
中

唐
第
二
三
一
、
一
五
九
窟
、
晩
唐
第
八
五
、
一
五
六
窟
、
五
代

第
六
一
窟
な
ど
の
石
窟
内
の
「
法
華
経
変
」
は
、
敦
煌
に
お
け

る
「
法
華
経
変
」
の
各
時
代
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
（
（1
（

。

敦
煌
に
居
留
し
た
于
闐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
そ
の
法
華
経
信
仰

　

敦
煌
蔵
経
洞
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
、
于
闐
文
の
巻
『
妙

法
蓮
華
経
綱
要
』（P.2782

、P.2029

、O
r.8212.162

）
が
あ
る
。

そ
の
う
ちP.2782

は
、
考
証
に
よ
れ
ば
、
紀
元
九
五
一
年
、

于
闐
が
劉
再
昇
を
敦
煌
に
滞
在
さ
せ
た
期
間
に
残
さ
れ
た
も
の

と
さ
れ
る
（
（1
（

。P.2906

の
表
面
は
漢
文
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻

第
一
、
裏
面
は
于
闐
文
の
『
仏
名
経
』
で
、
末
尾
の
一
行
は
表

面
の
帖
の
端
に
記
さ
れ
て
い
る
。P.2929

の
表
面
は
漢
文
の

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七
で
、
裏
面
は
于
闐
人
の
発
願
文
で
あ
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る
。P.2949

の
表
面
は
、
漢
文
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
で
、

裏
面
は
于
闐
文
の
『
賢
劫
千
仏
名
経
』
の
序
で
あ
る
。P.2957

の
表
面
は
、
漢
文
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
、
脇
の
雑
記
に

は
于
闐
文
字
が
記
さ
れ
、
裏
面
は
于
闐
文
の
『
善
財
譬
喩
経
』

な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漢
文
の
『
妙
法
蓮
華

経
』
の
裏
面
に
は
い
ず
れ
も
于
闐
文
の
内
容
が
あ
る
が
（
（1
（

、
い
く

つ
か
の
于
闐
文
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
帖
の
端
に
ま
で
記
さ
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
写
経
と
敦
煌
に
い
た
于
闐
人

と
の
間
に
、
あ
る
一
定
の
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ

ろ
う
。

　

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
は
、
敦
煌
写
本
『
妙
法
蓮
華
経
』

巻
第
六
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
尾
題
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

辛
未
年
二
月
四
日
、
弟
子
皇
太
子
暅
、
男
弘
忽
ち
痢
疾
に

染
ま
り
、
非
常
に
困
重
な
る
為
に
、
遂
に
発
願
し
て
此
の

『
妙
法
蓮
華
経
』
を
写
す
。
上
、
一
切
諸
仏
、
諸
大
菩
薩

摩
訶
薩
、
及
び
太
山
府
君
、
平
等
大
王
、
五
道
大
神
、
天

曹
地
府
、
司
命
司
録
、
土
府
水
官
、
行
病
鬼
王
、
疫
使
、

知
文
籍
官
院
長
、
押
門
官
、
専
使
可
嚂
官
、
併
せ
て
一
切

の
幽
冥
官
典
等
に
告
げ
、
伏
し
て
慈
悲
と
救
護
を
願
う
。

弘
の
疾
苦
早
く
痊
平
を
得
、
寿
命
を
増
益
せ
ん
こ
と
を
願

う
。
造
る
所
の
前
件
の
功
徳
、
唯
だ
願
わ
く
は
、
過
去
、

未
来
、
見
在
、
数
し
ば
し
ば生

じ
て
已
来
有あ
ら
ゆ所

る
冤
家
債
主
、
負
財

負
命
者
、
各
功
徳
を
領
受
、
速
か
に
生
（
昇
）
天
を
得
ん

こ
と
を
願
う
。

（
訳
者
大
意
：
辛
未
年
二
月
七
日
、
弟
子
で
あ
る
皇
太
子
暅
の

息
子
弘
が
突
然
赤
痢
に
感
染
し
、
た
い
そ
う
苦
し
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
こ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
書
写
し
、
仏
に
願
い
を
立

て
た
。
一
切
の
諸
仏
、
諸
大
菩
薩
摩
訶
薩
、
お
よ
び
太
山
府

君
、
平
等
大
王
、
五
道
大
神
、
天
曹
地
府
、
司
命
司
録
、
土

府
水
官
、
行
病
鬼
王
、
疫
使
、
知
文
籍
官
院
長
、
押
門
官
、

専
使
可
嚂
官
、
並
び
に
一
切
の
幽
冥
の
官
典
な
ど
に
申
し

上
げ
、
伏
し
て
慈
悲
を
請
い
、
救
い
を
願
っ
た
。
弘
の
病
が

早
く
平
癒
し
、
寿
命
を
延
ば
し
、
前
の
経
典
書
写
の
功
徳
に

よ
っ
て
、
過
去
、
未
来
、
現
在
に
わ
た
り
代
々
の
す
べ
て
の

敵
や
債
権
者
、
借
金
や
命
に
背
く
者
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

功
徳
を
受
け
、
速
や
か
に
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。）
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大
英
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
経S.980

『
金
光
明
最
勝
王
経
』

巻
第
二
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
経P.3668

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
九
に
は
、
い
ず
れ
も
類
似
す
る
次

の
よ
う
な
尾
題
が
あ
る
。

辛
未
年
二
月
四
日
、
弟
子
皇
太
子
暅
、
男
弘
忽
ち
痢
疾
に

染
ま
り
、
非
常
に
困
重
な
る
為
に
、
遂
に
発
願
し
て
此

の
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
写
す
。
上
、
一
切
諸
仏
、
諸

大
菩
薩
摩
訶
薩
、
及
び
太
山
府
君
、
平
等
大
王
、
五
道
大

神
、
天
曹
地
府
、
司
命
司
録
、
土
府
水
官
、
行
病
鬼
王
、

疫
使
、
知
文
籍
官
院
長
、
押
門
官
、
専
使
可
嚂
官
、
併
せ

て
一
切
の
幽
冥
官
典
等
に
告
げ
、
伏
し
て
慈
悲
と
救
護
を

願
う
。
弘
の
疾
苦
早
く
痊
平
を
得
、
寿
命
を
増
益
せ
ん
こ

と
を
願
う
。
造
る
所
の
前
件
の
功
徳
、
唯
だ
願
わ
く
は
、

過
去
、
未
来
、
見
在
、
数
し
ば
し
ば生

じ
て
已
来
有あ
ら
ゆ所

る
冤
家
債

主
、
負
財
負
命
者
、
各
功
徳
を
領
受
、
速
か
に
生
（
昇
）

天
を
得
ん
こ
と
を
願
う
（
（1
（

。

　

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵BD

02148

号
（
北
蔵
四
八
）『
金
光

明
最
勝
王
経
』
巻
第
十
とBD

03228

号
（
北
致
二
八
）『
金
光

明
最
勝
王
経
』
巻
第
三
の
尾
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

弟
子
李
暅
敬
ん
で
此
の
『
金
光
明
経
』
一
部
十
巻
を
写

す
。
乙
丑
年
巳
前
よ
り
有あ
ら
ゆ所
る
負
債
負
命
、
冤
家
債
主
、

願
わ
く
は
兹
の
功
徳
に
乗
じ
て
速
か
に
菩
提
を
証
せ
ん

と
。
願
わ
く
は
怨
を
解と

き
結
を
釈と

く
こ
と
を
得
て
、
府
君

等
同
じ
く
此
の
福
に
霑
わ
ん
と
（
（1
（

。

（
訳
者
大
意
：
弟
子
の
李
暅
は
謹
ん
で
こ
の
『
金
光
明
経
』
の

一
部
十
巻
を
書
写
し
た
。
乙
丑
年
巳
年
よ
り
す
べ
て
の
か
た

き
や
債
権
者
、
借
金
や
命
に
背
く
者
ど
も
が
、
こ
の
功
徳
に

よ
っ
て
速
か
に
菩
提
を
証
得
し
て
、
恨
み
が
解
か
れ
、
結

〔
煩
悩
〕
が
解
消
さ
れ
、
府
君
な
ど
も
こ
の
福
徳
が
享
受
で
き

る
よ
う
に
願
っ
た
。）

　

上
述
の
題
記
中
の
「
乙
丑
年
」
と
は
西
暦
九
〇
五
年
、「
辛

未
年
」
と
は
西
暦
九
一
一
年
に
あ
た
り
、
李
暅
と
は
于
闐
国
の

皇
太
子
と
さ
れ
る
（
（2
（

。
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写

本
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
経
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S.980

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
二
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
経P.3668

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻

第
九
は
、
す
べ
て
李
暅
が
息
子
の
李
弘
の
病
気
の
早
期
平
癒
を

祈
願
し
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
李
暅
が
于
闐
国
の

皇
太
子
で
あ
る
と
い
う
説
に
同
意
す
る
。『
法
華
経
』
と
『
金

光
明
経
』
は
、
い
ず
れ
も
于
闐
地
区
に
お
い
て
と
く
に
流
行
し

た
仏
教
経
典
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
李
暅
が
于
闐
国
の
皇
太

子
と
し
て
、
こ
の
二
部
の
経
典
を
書
写
し
、
発
願
し
て
幸
福
を

祈
念
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。「
辛
未
年
」
と
「
乙
丑
年
」
に
つ
い
て
は
、
紀
元
九
七
一

年
と
紀
元
九
六
五
年
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
曹
元
忠
が
帰
義
軍
の
節
度
使
を
務
め
た

時
期
（
九
四
四
―

七
四
年
）
に
あ
た
り
、
敦
煌
と
于
闐
国
と
の
関

係
が
非
常
に
緊
密
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
敦
煌
の
文

献
の
中
に
は
、
于
闐
太
子
の
敦
煌
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
記

述
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
も
（
（2
（

、
李
暅
父
子
が
こ
の
時
期
、
敦

煌
に
居
留
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
龍
谷
大
学
大

宮
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六
は
、
于

闐
国
皇
太
子
の
李
暅
が
、
息
子
の
李
弘
の
赤
痢
の
早
期
平
癒
を

願
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
書
写
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
李
暅
の
『
法

華
経
』
に
対
す
る
信
仰
心
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

莫
高
窟
第
四
四
四
窟
東
壁
の
門
の
上
に
は
二
行
の
題
記
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
、
盛
唐
に
描
か
れ
た
「
法
華
経
変
」
の
「
見
宝

塔
品
」
の
中
の
二
仏
並
坐
（
釈
迦
と
多
宝
）
左
右
の
外
側
に
記

さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
説
妙
法
華
経
、
大

宝
于
闐
国
皇
太
子
従
連
供
養
」、
も
う
一
つ
は
「
南
無
多
宝
仏

為
聴
法
故
来
此
法
会
、
大
宝
于
闐
国
皇
太
子
琮
原
供
養
」（
図

参
照
）
で
あ
る
。
研
究
者
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
行
の
題

記
は
、
北
宋
初
年
、
于
闐
太
子
が
敦
煌
に
居
留
し
て
い
る
期
間

に
、
莫
高
窟
へ
巡
礼
に
訪
れ
た
際
に
記
念
に
旅
人
が
書
き
残
し

た
も
の
と
さ
れ
る
。
敦
煌
文
書P.3184V

の
末
尾
に
は
次
の

よ
う
な
題
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。

甲
子
年
（
九
六
四
年
）
八
月
七
日
、
于
闐
の
太
子
三
人
来

り
て
仏
堂
内
に
到
り
、『
法
華
経
』
第
四
巻
を
将と
も
なう
。

（
訳
者
大
意
：
甲
子
年
八
月
七
日
、
于
闐
国
の
太
子
三
人
が
仏

堂
の
中
を
訪
れ
、『
法
華
経
』
第
四
巻
を
携
帯
し
た
。）
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S.528V

『
三
界
寺
僧
智
德
状
』
に
も
「
太
子
三
人
三
分
」
と

あ
る
。
賀
世
哲
、
孫
修
身
両
先
生
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
従
連
、

琮
原
と
は
三
人
の
太
子
の
う
ち
の
二
人
で
あ
る
（
（2
（

。
さ
ら
に
張
広

達
、
榮
新
江
両
先
生
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
三
人
目
の
太
子
と

は
、
乾
徳
四
年
（
九
六
六
年
）
二
月
、
宋
朝
に
朝
貢
し
た
于
闐

王
子
の
徳
従
（
従
徳
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
（
（2
（

。P.3184V

に

記
載
さ
れ
て
い
る
仏
堂
と
は
、
お
そ
ら
く
莫
高
窟
第
四
四
四
窟

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
人
の
于
闐
王
子
は
『
法
華
経
』
第
四
巻

を
携
帯
し
て
こ
の
窟
に
や
っ
て
来
て
供
養
し
、
併
せ
て
こ
の
窟

内
に
あ
っ
た
盛
唐
に
描
か
れ
た
「
法
華
経
変
」「
見
宝
塔
品
」

の
壁
画
の
下
に
題
記
を
残
し
た
の
で
る
。
と
く
に
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
見
宝
塔
品
」
は
『
法
華
経
』
第
四

巻
に
属
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
行
の
題
記
は
、
東
壁
門

の
上
に
あ
り
、
そ
の
位
置
は
比
較
的
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
手

を
伸
ば
せ
ば
す
ぐ
に
書
け
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
。
し
か
も

字
跡
は
非
常
に
整
っ
て
い
る
。
加
え
て
画
面
中
の
塔
門
の
外
の

両
側
と
い
う
場
所
を
選
ん
で
、
本
来
の
壁
画
の
内
容
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
、
于
闐
王
子

た
ち
は
こ
の
石
窟
内
で
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
二
行
の
題
記
を

書
い
た
の
は
、
決
し
て
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
か
ら
で
は
な
く
、

綿
密
に
計
画
さ
れ
た
末
の
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
と
き
の
莫
高
窟
第
四
四
四
窟
の
供
養
の
活
動
内
容
か

ら
も
、
当
時
の
于
闐
人
が
『
法
華
経
』
第
四
巻
を
非
常
に
重
視

し
て
い
た
事
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

図　莫高窟第444窟東壁門の上  于闐太子題記  宋初

No Image
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敦
煌
の
于
闐
人
は
『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
品
」
を
篤
く
信

奉
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
楡
林
窟
第
三
二
窟
内
で
も
顕
著
で

あ
る
。
楡
林
窟
第
三
二
窟
は
、
当
初
、
五
代
の
時
期
の
も
の
と

さ
れ
た
が
、
我
々
は
宋
代
に
開
鑿
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
小
道
の
南
壁
に
描
か
れ
た
男
性
の
供
養
人
は
、
帰
義
軍

節
度
使
の
曹
延
禄
で
、
小
道
の
北
壁
に
描
か
れ
た
女
性
の
供
養

人
は
曹
延
禄
夫
人
の
于
闐
公
主
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

洞
窟
内
に
は
于
闐
の
要
素
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
壁
門
南
側

の
「
文
殊
変
」
は
五
台
山
を
背
景
に
し
て
お
り
、
文
殊
の
獅
子

を
牽
い
て
い
る
人
物
は
于
闐
国
王
で
あ
る
。
ま
た
、
主
室
の
東

壁
門
北
側
の
「
普
賢
変
」
は
、
牛
頭
山
を
背
景
に
、
牛
頭
山
図

と
毘
沙
門
天
王
決
海
な
ど
の
伝
説
物
語
画
、
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま

な
仏
塔
礼
拝
や
寺
院
の
図
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
于
闐

の
素
材
は
、
お
そ
ら
く
于
闐
国
王
女
と
一
定
の
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
窟
の
窟
頂
の
四
壁
に
は
千
仏
図
像
が
描

か
れ
て
い
る
。
各
壁
面
の
千
仏
図
の
中
央
に
は
釈
迦
・
多
宝
二

仏
が
楼
閣
形
の
塔
内
に
並
坐
し
、
い
ず
れ
も
「
南
無
釈
迦
牟
尼

仏
・
南
無
多
宝
仏
」
と
い
う
題
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
壁
に

は
四
幅
の
「
見
宝
塔
品
」
の
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
窟
頂
の
四
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
図
を
描
く

形
式
は
、
高
昌
国
が
敦
煌
を
支
配
下
に
置
い
た
莫
高
窟
中
唐
第

二
三
七
窟
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
注
目

に
値
す
る
の
は
、
第
二
三
七
窟
内
の
二
仏
の
後
方
の
塔
門
は
す

べ
て
閉
合
状
で
あ
る
点
で
あ
る
。
第
二
三
七
窟
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
莫
高
窟
中
唐
第
三
六
〇
窟
内
に
も
、
窟
頂
の
四
壁
に
千
仏
図

像
が
描
か
れ
て
お
り
、
西
壁
の
千
仏
図
の
中
央
に
は
釈
迦
が
塔

内
に
座
っ
て
説
法
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、
南
、
東
、
北
の

三
壁
の
千
仏
図
の
中
央
に
は
、
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
が
塔
内
に

並
坐
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
仏
の

後
方
の
塔
門
は
、
そ
れ
ぞ
れ
南
壁
で
は
対
合
状
、
東
壁
で
は
折

合
状
、
北
壁
で
は
半
開
状
と
な
っ
て
い
る
。
莫
高
窟
晩
唐
第

一
五
〇
窟
窟
頂
の
四
壁
に
も
千
仏
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
各

壁
面
の
千
仏
図
の
中
央
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
・
多
宝
二
仏
図

が
描
か
れ
、
二
仏
は
楼
閣
形
の
塔
内
に
並
坐
し
て
い
る
。
二
仏

の
後
方
の
塔
門
は
、
西
、
南
、
北
の
三
壁
に
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
閉
合
状
で
、
東
壁
は
半
開
状
と
な
っ
て
い
る
。
莫
高
窟
宋

代
第
一
五
二
窟
窟
頂
の
四
壁
に
も
千
仏
画
像
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
回
鶻
や
西
夏
の
時
代
に
背
屏
が
修
復
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
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際
に
窟
頂
西
壁
面
下
部
の
内
容
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
存

す
る
南
、
北
、
東
の
三
壁
の
千
仏
図
の
中
央
に
も
そ
れ
ぞ
れ
釈

迦
・
多
宝
二
仏
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
窟
頂
の
四

壁
あ
る
い
は
三
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
一
幅
の
釈
迦
・
多
宝
二
仏
並
坐

の
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
敦
煌
石
窟
内
や
『
法
華
経
』

に
関
す
る
図
像
の
な
か
で
は
比
較
的
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
が
独
自
の
宗
教
的
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
な
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
研
究
の
進
捗
が
待
た
れ
る
が
、
于
闐

の
『
法
華
経
』
信
仰
と
あ
る
一
定
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
我
々
は
莫
高
窟
第
二
三
七
窟
の
龕
か
ら

も
于
闐
に
関
す
る
瑞
像
図
が
大
量
に
現
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
（
（2
（

。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
題
材
の
組
み
合
わ
せ
の
関
連
性

は
、
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、『
法
華
経
』
は
、
于
闐
と
敦
煌
の
両
地
に
広
く

伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
敦
煌
に
居
留
す
る
于
闐
人
も
こ

の
経
典
を
篤
く
崇
敬
し
て
い
た
。
敦
煌
石
窟
に
は
い
く
つ
か
の

そ
れ
に
関
連
す
る
経
典
や
図
像
、
お
よ
び
題
記
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
我
々
が
于
闐
人
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
、
そ
し

て
敦
煌
と
于
闐
両
地
間
の
仏
教
交
流
な
ど
の
あ
り
よ
う
に
つ
い

て
探
究
す
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

〔　

〕
は
邦
訳
に
際
し
て
の
補
注

【
付
記
】
張
元
林
氏
は
筆
者
に
対
し
て
、
莫
高
窟
の
第
二
三
七
、三
六
〇
、

一
五
〇
、一
五
二
窟
内
の
窟
頂
四
壁
面
の
二
仏
並
坐
図
像
に
関
す
る
状

況
に
注
目
す
る
よ
う
示
唆
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
謝

意
を
表
す
る
。

注（
１
）
榮
新
江
「
于
闐
王
国
与
瓜
沙
曹
氏
」『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
四

年
第
二
期
、
一
一
一
―

一
一
九
頁
。

（
２
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』
と
略
称
す
る
）
第

五
十
一
冊
、
五
〇
頁
。

（
３
）『
大
正
蔵
』
第
九
冊
、
一
三
四
頁
。

（
４
）【
訳
注
】
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
上
）』
岩
波
書

店
、
一
九
七
六
年
、
四
二
四
頁
を
参
照
。
な
お
、
訓
読
と
解
釈

に
つ
い
て
は
、
菅
野
博
史
氏
に
種
々
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
５
）（
日
）
岩
本
裕
著
、
劉
永
増
訳
「
梵
語
『
法
華
経
』
及
其
研
究
」

『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
四
年
第
四
期
、
一
一
七
―

一
二
四
頁
。
楊

富
學
「
論
所
謂
的
『
喀
什
本
梵
文
〈
法
華
經
〉
寫
卷
』」『
中
華

佛
學
學
報
』
一
九
九
四
年
第
七
期
、
七
三
―

九
五
頁
。
張
麗
香

「
中
国
人
民
大
学
博
物
館
蔵
和
田
新
出
『
妙
法
蓮
華
経
』
梵
文
残
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片
二
葉
」『
西
域
研
究
』
二
〇
一
七
年
第
三
期
、
四
九
―

五
九
頁
。

（
６
） （
梁
）
慧
皎
『
高
僧
伝
』
巻
十
三
「
釈
法
献
伝
」『
大
正
蔵
』
第

五
十
冊
、
四
一
一
頁
。（
梁
）
釈
慧
皎
撰
、
湯
用
彤
校
注
、
湯

一
玄
整
理
『
高
僧
伝
』
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
（
二
〇
〇
四

年
再
版
）、
四
八
八
頁
。

（
７
）『
大
正
蔵
』
第
四
十
九
冊
、
九
五
頁
。

（
８
）『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
冊
、
五
九
一
、九
二
一
頁
。

（
９
）『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
冊
、
一
三
頁
。（
梁
）
釈
僧
祐
撰
、
蘇
晋

仁
・
蕭
鍊
子
点
校
『
出
三
蔵
記
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年

（
二
〇
〇
三
年
再
版
）、
六
三
―

六
四
頁
。

（
10
）
前
掲
、
慧
皎
、
四
八
九
頁
。

（
11
）（
梁
）
僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
四
、『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
冊
、

二
二
頁
。
前
掲
、
釈
僧
祐
、
蘇
晋
仁
・
蕭
鍊
子
、
一
二
八
頁
。

（
12
）
方
広
錩
「
敦
煌
遺
書
中
的
『
妙
法
蓮
華
経
』
及
有
関
文
獻
」『
中

華
佛
學
學
報
』
一
九
九
七
年
年
第
十
期
、
二
一
一
―

二
三
二
頁
。

（
13
）
方
広
錩
「
敦
煌
遺
書
中
的
『
法
華
経
』
注
疏
」『
世
界
宗
教
研

究
』
一
九
九
八
年
第
二
期
、
八
〇
―

八
四
頁
。

（
14
）
郭
俊
葉
『
敦
煌
莫
高
窟
第
４
５
４
窟
研
究
』
甘
粛
教
育
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
、
二
七
二
―

三
〇
四
頁
。

（
15
）
賀
世
哲
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
・
法
華
経
画
巻
』
商
務
印
書

館
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
―

一
二
〇
頁
。

（
16
）
張
広
達
・
榮
新
江
『
巴
黎
国
立
図
書
館
所
蔵
敦
煌
于
闐
語
写
巻

目
録
初
稿
』、
張
広
達
・
榮
新
江
『
于
闐
史
叢
考
（
増
訂
本
）』

中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
八
―

一
四
八
頁
。

（
17
）
同
。
榮
新
江
・
朱
麗
双
『
于
闐
与
敦
煌
』
甘
粛
教
育
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
、
四
〇
四
―

四
〇
五
頁
。

（
18
）
黄
征
・
呉
偉
校
注
『
敦
煌
願
文
集
』
岳
麓
書
社
、
一
九
九
五

年
、
九
二
〇
頁
。

（
19
）
同
、
九
一
九
頁
。

（
20
）
陳
国
燦
「
辛
未
年
皇
太
子
写
金
光
明
最
勝
王
経
記
」
項
目
、
季

羨
林
主
編
『
敦
煌
学
大
辞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
八

年
、
四
五
八
頁
。
前
掲
、
方
広
錩
「
敦
煌
遺
書
中
的
『
妙
法
蓮

華
経
』
及
有
関
文
獻
」。
前
掲
、
黄
征
・
呉
偉
、
九
二
一
頁
。

（
21
）
楊
森
「
五
代
宋
時
期
于
闐
皇
太
子
在
敦
煌
的
太
子
庄
」『
敦

煌
研
究
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
、
四
〇
―

四
四
頁
。
沙
武
田
・

趙
暁
星
「
帰
義
軍
時
期
敦
煌
文
献
中
的
太
子
」『
敦
煌
研
究
』

二
〇
〇
三
年
第
四
期
、
四
五
―

五
一
頁
。

（
22
）
賀
世
哲
・
孫
修
身
「『
瓜
沙
曹
氏
年
表
補
正
』
之
補
正
」『
西
北

師
大
学
報
』（
社
会
科
学
版
）
一
九
八
〇
年
第
一
期
、
七
二
―

八
一
頁
。

（
23
）
張
広
達
・
榮
新
江
「
関
于
唐
末
宋
初
于
闐
国
的
国
号
、
年
号
及

其
王
家
世
系
問
題
」、
原
載
は
『
敦
煌
吐
魯
番
文
献
研
究
論
集
』

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
、
一
七
九
―

二
〇
九
頁
。
後
に
、
前

掲
『
于
闐
史
叢
考
（
増
訂
本
）』
一
五
―

三
七
頁
に
収
録
。

（
24
）
張
小
剛
『
敦
煌
仏
教
感
通
画
研
究
』
甘
粛
教
育
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
、
一
二
五
―

二
一
〇
頁
。

（
ち
ょ
う　

し
ょ
う
ご
う Zhang X

iaogang

／
敦
煌
研
究
院
研
究
員
、

考
古
研
究
所
所
長
）

（
訳
・
お
お
え　

へ
い
わ
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）


